




















































文部科学省では、2007 年 4 月、小学校 6 年生、中学校 3 年生を対象に学力調査を行った。




















































































































































①　入 り 子 算：等差数列に比例して配分
②　百 五 減 算：余りのマジック
③　俵　杉　算：積んである俵の数の上手な数え方
④　ね ず み 算：大きな数の上手な処理の仕方
⑤　油 分 け 算：汲んでは入れて戻す上手な計量
⑥　まま子だて：円で循環するばばぬき
⑦　薬　師　算：端数を見て総数を推理


































た。親子合わせて 14 匹になります。2 月にはこの 14 匹が 7 組の夫婦となり、それぞ
れ子を 12 匹ずつ産みます。（中略）このように毎月子を産み続けるとすれば、12 月
の終わりには全部で何匹になりますか。
【例】入り子算
（原題）　八つ入り子（鍋）があります。1 升なべ、2 升なべ、3 升なべ、4 升なべ、5 升なべ、





（原題）　碁石を正方形に並べて、一辺 8 個ずつの場合一辺の 8 個を崩し、辺に沿って崩した











（原題）　ある盗人たちが、橋の下で、絹を分け取るのを見ると、8 反ずつ分けると 7 反足り





るか、と聞かれました。その数から 7 を引けるだけ引くと 2 残ります。また、その数
から 5 をひけるだけ引くと 1 残ります。3 を引けるだけ引くと 2 残ります。
（改題）（１）　3、5、7 で割った時の余りから数をあてる。
　　　　　①　どれで割っても余りが 0 の時



















取り除き、次の 10 番目の石も取り除き、また次の 10 番目の石も取り除く。これを続けて
いって最後に残る石はどれかなど遊んでいた。「二中歴」、「廉中抄」、「徒然草」にも石の配
置について書かれている。
塵劫記では初版と思われる寛永 4 年（1627 年）にはまだ書かれていないが、五巻本（寛







ある人に 30 人子どもがいた。そのうち 15 人は先妻の子で 15 人は現在の妻の子。子ども










まま子だては「30 人で 10 人抜き」であるが、授業では「30 人で 2 人抜き」で考える。時




そこで、最初は周りの人数が少ない 1 人、2 人、3 人の場合を調べる｡  例えば周りの人
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数が 2 人の時、1、2 と数え、2 が消えるので 1 が残る。3 人の時は一巡目に 1、2、1 と数え、
2 が消え 3、1 が残る。二巡目は 3 から 1 と唱え、2 と唱えた 1 が消え結果として 3 が残る。











第 6 学年【東京都板橋区立高島第二小学校、 2007 年 3 月 2 日実施】における実践は以下
の通りである。


































1 周目　　　　　×　　×       ×










人　　数 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９



















Ｃ　8 に 4 をたして 12
Ｃ　4 の倍数
Ｃ　2 ＝ 1 × 2、4 ＝ 2 × 2、8 ＝ 2 × 2 × 2、だから次は 2 × 2 × 2 × 2 で 16
　キ　自力解決（周りが 10 人以上の表を続ける）
10 11 12 13 14 15 16 17
5 7 9 11 13 15 1 3
　ク　発表・練り上げ
Ｔ　わかったことを発表しましょう。
Ｃ　1 番が残るのは 8 の次は 16 だった。
Ｔ　この表を続けると次に 1 番が残るのは何番になると予想できますか。




〔（ある数）－（残りの番号が 1 になる一番近くの数）〕× 2 ＋ 1　







































有田八洲穂，小学校でも和算を !，日本数学協会，数学文化，日本評論社，p.49，p.51，2005 年 
ホイジンガ，( 高橋秀夫訳 ) ホモ・ルーデンス，中央公論新社，p.107，1973 年
細井そう，和算の話，三省堂，pp.13-29，1944 年 
飯高茂、簗場広子，継子立ての数学，飯高茂（研究代表者），高校数学とその近傍の数学教育の研


























Educational Significance and Making Teaching Materials of the Wasan
(Japanese Old Mathematics) should be Introduced into Elementary School Mathematics
 －Focused  on “JINKOKI”－
Yumiko  Hashimoto
　The aim of this study is as follows. Educational significance and making teaching 
materials of the Wasan (Japanese old mathematics) should be introduced into 
elementary school mathematics.
　First. historical changes of “JINKOKI”(1627) - were studied and the significance 
was considered.
　Second , following five things  were  set  up.  ① mathematical thinking  ② interest 
③ moderate difficulty  ④ suitable problem situation  ⑤ interest in history of mathematics 
　Third, “MAMAKODATE”  in“JINKOKI”  was picked up and it was reconstructed.
　Interest to challenge about new problems, inductive reasoning and deductive 
reasoning were carried out. “Jugyo Kenkyu”  (lesson study) and teaching materials 
were developed.
　Findings were as follows.
① Sixth graders noticed culture value.
② Devise of teaching method about development of mathematical thinking is 
required more. 
Keywords　JINKOKI,  Making Teaching Materials,  MAMAKODATE,    
　　　　　　Mathematical Thinking
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